
7

第2章　地形・地質・土壌

第1節　地形

山と川が織りなす地

　当別町は、石狩平野の北部に位置し、札幌市、石狩市、江別市、月形
町、新篠津村に接する町である。地形は、東西26km、南北47kmと南北
に細長く、町の面積は422.86㎢である。南部の平野部に市街地と農地が
広がり、北部に町全体面積の約60％を占める森林が広がっている。
　当別町において最も標高が高いのは、ピンネシリ山（1100m）で、隈

くま

根
ね

尻
しり

山（971m）、神居尻山（947m）とともに、樺戸三山とよばれている。
当別町と月形町、浦臼町、新十津川町の境界付近は、険しい稜線となっ
ている。
　当別町を流れる最大河川は、石狩川である。石狩川は北海道中央部を
流れ、日本海へ注ぐ石狩川水系本流の一級河川である。これに次ぐ河川
として、当別川がある。当別川は、当別町北端の新十津川町境界にある
察
さっ

来
くる

山を源流とする。上流部では青山ダム、当別ダムを経由し、ビトエ
付近で石狩川に合流する。このほか、パンケチュウベシナイ川、材木川、
篠津川、トヨベリ川などがあり、これらはいずれも最終的には石狩川に
合流する。

地形学的な特徴～石狩丘陵・石狩川低地・樺戸山地など～

　当別町は地形学的な特徴に基づいて、石狩川低地、石狩丘陵および樺
戸山地に区分される（次頁図1）。石狩川低地は、石狩川水系に属する
地域で、当別町の平野部に相当する（P9写真1）。本低地は、主に石狩
川や当別川がつくる沖積低地（湿地帯）からなる。ここでは第四紀の地
層が最大1500mにも達し、北海道で最も活発な沈降帯である（小疇ほか 
2003）。
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樺戸山地樺戸山地

石狩丘陵石狩丘陵

石狩川低地石狩川低地

図1　当別町の地形区分

※電子地形図50000（国土地理院）より作成
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　石狩丘陵は石狩川低地の北側に位置し、弁華別、茂平沢、スウェーデ
ンヒルズ、高岡地区にあたる（写真2）。本丘陵は、樺戸山地の南側に広
がる標高100～300mの丘陵と標高20～100mの段丘から構成される。北
海道で最も活発な構造帯で、この丘陵は海成段丘面がよく発達する。第
四紀（氷河時代）の約33万年前、約22万年前、約13万年前の海成段丘
面を含む５段の段丘地形が認められた（小松原・安斎 1998）。
　樺戸山地は、樺戸三山へと続く地域で、主に当別町青山付近に相当す
る（写真3）。本山地は、新第三紀中新世～鮮新世にかけて堆積した砕

さい

屑
せつ

岩類と火砕岩類が、標高300～500mの丘陵性山地を構成する。これらは
南北方向の軸をもつ緩い褶曲構造を示す。この中に中生代白亜紀の地質
からなるピンネシリ山、隈根尻山、神居尻山などが残丘となって突出す
る（小疇ほか 2003）。

写真3　当別町青山付近の丘陵性山地

写真1　当別町当別ダム付近の河岸段丘 写真2　当別町獅子内付近の石狩丘陵
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第2節　地質

様々な地層が分布

　当別町は、南北に細長く面積も広大なことから、様々な地層が分布
している（日本の地質「北海道地方」編集委員会 1990；日本地質学会 
2010）。樺戸山地は白亜系（中生代）、古第三系および新第三系の地質
系統から、石狩丘陵は新第三系、第四系の地質系統から構成される（垣
見・植村 1956, 1958；小林ほか 1957；岡 1992；樺戸団体研究グループ 
1995；尾崎・小松原 2014）。
　当別町の地質は、古い時代から隈根尻層群、樺戸層、青山玄武岩、奔

ぽん

須
す

別
べつ

層、須別層、一番川層、望
もう

来
らい

層、当別層、材木沢層、伊達山層、石
狩太美層、石狩高岡層および完新世堆積物に区分される（表1）。このう
ち、新第三系は青山玄武岩から当別層が相当し、第四系は材木沢層より
上位の地層である。

凡例： 別狩岳層 隅根尻層群

別狩岳

神居尻山

隅根尻山

ピンネシリ山

古第三系

石狩川

0 10km

砂川

滝川

新第三系 第四系

日
本
海

砂

金

沢

断

層

第
四
紀

完
新
世

完新世堆積物

更
新
世

石狩高岡層
石狩太美層
伊達山層
材木沢層

新
第
三
紀

鮮
新
世

当別層

中
新
世

望来層
一番川層
須別層

奔須別層
青山玄武岩

古
第
三
紀

始
新
世

樺戸層

中
生
代

白
亜
紀

隅根尻層群
（惣富川層・
　神居尻層）

※　中生代：2億5190万年前～6600万年前、古第三紀：6600万年前～2303万年前、新第三紀：2303万年前～258万年前、第四紀：
258万年前～現在(国際年代層序表による分類)
※図2の別狩岳層は町外にあり、本文では触れていない。

表1　�当別町における模式
地質層序 図2　隈根尻層群の分布（日本地質学会�2010）
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隈根尻層群と樺戸層

　隈根尻層群（小林ほか 1957；永田ほか 1986）は、樺戸山地に、東西
約15km、南北約20kmにわたって分布する（前頁図2）。本層群は砂岩・
泥岩、安山岩・玄武岩およびそれらの火砕岩からなる白亜系である。全
層厚は5000m以上に達する（永田ほか 1986；近藤 1991）。
　分布地域の中央をほぼ南北に走る砂金沢断層を境として、東西の地質
が異なる（永田ほか 1986）。当別町に関連する樺戸山地西部地域では地
層は西に30～40°傾斜し、ピンネシリ山を中心としたドーム構造を形成
する。本地域の隈根尻層群は、下位の惣富川層と上位の神居尻山層に二
分される。惣富川層は、剥離性のある黒色泥岩を主体とし、砂岩・泥
岩・凝灰岩を伴う。放

ほう

散
さん

虫
ちゅう
＊1と二枚貝（イノセラムス類）の化石を産出

し、白亜紀前期とされる（近藤 1991）。神居尻山層は、下部は安山岩質・
玄武岩質の火砕岩、上部は砂岩・泥岩・礫

れき

岩
がん

から構成される。基底部に
含まれる火砕岩の放射年代＊2であるアルゴン-アルゴン年代＊3は、101.3
±2.7Ma＊4を示し、白亜紀前期である（近藤 1991）。
　樺戸層（橋本 1950；小林ほか 1957）は、下位の隈根尻層群を不整合
におおって分布する。主として礫岩からなり、砂岩を挟在し、層厚は約
700mである。本層から産出する植物化石群は、石狩炭田地域の石狩層
群幾春別層＊5の化石群に対比され、古第三紀始新世と推定される（棚井 
1956）。

青山玄武岩から当別層

　青山玄武岩（岡村ほか 1991）は、主に玄武岩質溶岩からなる。当別
町一番川中流域が模式地＊6で、層厚は約110mである。玄武岩質塊状溶
岩と自破砕状溶岩からなり、火砕岩は稀である。塊状部には弱い柱状節
理があり、基底部では発泡が著しい。このような産状から陸域で噴出し
たと考えられる。樺戸層を不整合でおおい、上位の奔須別層に不整合で
おおわれる。青山玄武岩は、層位関係より新第三紀前期中新世と判断さ
れる（樺戸団体研究グループ 1995）。
　奔須別層（垣見・植村 1958）は、シルト岩や泥岩を主体とし、基底
礫岩を伴う。月形町奔須別川が模式地で、当別町一番川では約220m、
二番川では約640mの層厚を示す。一番川流域では、基底礫岩が下位の
樺戸層と青山玄武岩を不整合でおおう。礫岩は円礫岩が主で、砂岩を伴

＊1　海に生息する浮
遊性の原生動物。軟体
部と硬質の殻から構成
さ れ る。 殻 は 珪 酸
（SiO2）からなり、化
石として産出する。地
質年代を決定する示準
化石として用いられる

＊2　岩石や鉱物に含
まれる放射性元素の壊
変を利用して求められ
た数値年代。岩石や鉱
物に対する最も信頼度
の高い年代値で、数値
年代の大半はこの方法
で求められている

＊3　40K（カリウム）
の壊変によって生じる
放射性起源の40Ar（ア
ルゴン）と、中性子放
射によって39Kから生
じる39Arとの比を測定
して放射年代を求める
方法

＊4　1Maは100万 年
前を意味する。たとえ
ば10Maは1000万年前、
100Maは1億年前

＊5　約5000万年前
の地層で、川底に積
もった砂や泥から形成
されている

＊6　ある固有の名称
で呼ばれる地層が分布
する代表的な場所
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う。基底礫岩中には、貝化石が密集する場合がある。礫岩の上位には粗
粒～細粒砂岩が重なり、塊状泥岩へと移化する。一番川の基底礫岩から
は滝の上動物群＊7（鈴木 2000）に属する暖流系貝化石を産出する。本
層から産出した暖流系二枚貝化石アツガキ（Crassostrea gravitesta）を
例示する（写真4、写真5）。また、台

だい

島
じま

型
がた

植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

＊8に属する植物化石が
産出する（棚井 1956）。以上の特徴から、奔須別層は中期中新世初期で
あると判断される。
　須別層（垣見・植村 1958）は、シルト岩や砂岩を主体とし、礫岩や
凝灰岩を伴う。月形町奔須別川が模式地で、当別町一番川では約170m
の層厚を示す。一番川流域では、砂岩シルト岩互層が卓越し（優勢であ
ること）、上部にシルト岩が見られる。本層中部には珪長質凝灰岩とス
コリア凝灰岩が卓越し、砂岩を伴う。須別層からはわずかに貝化石が産
出するのみで、時代決定に有効な化石の産出がない。しかし、本層中の
凝灰岩のフィッショントラック年代（F.T.年代）＊9が13Ma前後（辻ほか 
1992）なので、須別層は中期中新世中頃であると推定される。
　一番川層（垣見・植村 1958;樺戸団体研究グループ 1995 再定義）
は、塊状～層状の砂岩を主体とし、礫岩や凝灰岩を伴う。当別町一番
川中流域が模式地で、最大約280mの層厚を示す。一番川流域では、淘
汰不良＊10の細粒～粗粒砂岩（次頁写真6）が卓越し、最上部には淘汰の
良い極細粒砂岩が重なる。この砂岩中には径30～50cmの丸いノジュー
ル（石灰質団球）が多数認められる。また、一番川層中には、4枚の凝
灰岩層が挟在され、地層対比の良い鍵層となる。野外観察から、一番
川層は下位の地層と一部整合一部不整合にあるとされている（樺戸団

＊7　北海道石狩地方
の滝の上層の貝化石で
代表される化石動物群。
新第三紀中新世前期後
半～中期。暖流系種主
体の暖温帯性貝類化石
群。干潟から沖合まで
多様な群集が存在

＊8　秋田県男鹿半島
の台島層の植物化石で
代表される化石植物群。
新第三紀中新世前期後
半～中期初頭。常緑紅
葉樹が卓越し、暖温帯
から亜熱帯の植物を主
体とする

＊9　荷電粒子が個体
内部で核分裂（フィッ
ション）をして通過す
ると、内部に飛跡（ト
ラック）をつくる。こ
の飛跡を数えることに
よって、個体の年代を
測定する方法

＊10　堆積している
岩石の粒子の大きさが
バラバラで、サイズが
そろっていない状態

写真4　奔須別層における貝化石の産状（月形町奔須別川） 写真5　奔須別層産のアツガキ化石
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体研究グループ 1995）。なお、一番川流域からは保存不良の貝化石を産
出し（垣見・植村 1958）、最上部の極細粒砂岩からは、ノジュール（石
灰質団球）のひょうたん石（写真7）、ヒゲクジラ化石（写真8）が産
出した。また、一番川流域からは新種セイウチ化石が報告されている

（Tanaka and Kohno 2015；新村ほか 2016）。それらはトウベツアカマツ
セイウチ（Archaeodobenus akamatsui）とムラモトセイウチ（Pseudotaria 

muramotoi）である。一番川層から時代決定に有効な化石の産出はない
が、周辺地域との地層対比や下位層との層序関係から、中期中新世末か
ら後期中新世初期と推定される。
　望来層（垣見・植村 1958）は、主として層状の泥岩や硬質頁岩から
なり、硬軟互層をなす。細粒砂岩を伴い、ノジュールが含まれる。模
式地は石狩市望来海岸（次頁写真9）で、最大約390mの層厚を示す。一
番川流域では、基底部は砂質泥岩からなり、砂質泥岩泥岩互層へと変化
し、さらに泥岩硬質頁岩互層となる。上部の互層部は多数のノジュー
ルを含み、貝化石が産出する。また、本層基底部には、1～2mm大の斑

写真7　一番川層産のひょうたん石 写真8　一番川層産のヒゲクジラ化石

写真6　当別町一番川流域の一番川層
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点状の海緑石を含む海緑石層がある。海緑石は海底で形成される自生
鉱物で、海生層の証拠となる。下位の一番川層とは整合漸移＊11の関係
にある。望来層の貝化石は 峠

とうげ

下
した

動
どう

物
ぶつ

群
ぐん

＊12（鈴木 2000）の上部に相当
し、中新世後半の寒流系化石動物群である。樺戸山地南部の望来層に
は、珪藻化石帯（Denticulopsis katayamae 帯）が確認されている（嵯峨
山 1987）。以上の資料から、望来層の堆積年代は後期中新世である。
　当別層（垣見・植村 1958）は、主に細粒砂岩とシルト岩からなる。
両者は鉛直方向に繰り返し出現することが多い。模式地は石狩市望来海
岸北方（写真10）で、最大約920mの層厚を示す。当別川流域を中心に
一番川、二番川、西野沢川などに分布する。当別川流域の本層は、下
部ではシルト岩が卓越し、上部ではむしろ細粒砂岩が卓越する。貝化
石には乏しいが、小型のノジュールを多数含む。また、石狩丘陵では
上位に重なる第四系と不整合関係にあり、基盤となる。下位の望来層
とは整合漸移の関係にある。樺戸山地南部の当別層には、珪藻化石帯

（Denticulopsis kamtchatica 帯）が認められており（嵯峨山 1987）、当別
層は前期鮮新世と判断される。

材木沢層から完新世堆積物

　当別町では、第四系は石狩丘陵に典型的に露出するため、その層序
関係の概要を記述する（次頁図3、図4）。石狩丘陵の更新統（更新世に
できた地層）は、従来下位から材木沢層、獅子内層、伊達山層および
段丘堆積物に区分されていた（垣見 1958）。しかし、材木沢層と獅子内
層の模式地における再検討により、獅子内層は材木沢層と一連の地層
であることが判明した（外崎・赤松 1984）。また、材木沢層と当別層、
伊達山層と材木沢層も、それぞれいずれも傾斜不整合関係にあることが

＊11　上下に重なる
地層の関係において、
堆積が連続的に行われ
ており、かつその境界
が明瞭な一本の線では
なく、岩石の特徴が
徐々に変化しながら移
り変わっている状態

＊12　北海道留萌地
方の峠下層の貝化石で
代表される化石動物群。
新第三紀中新世中期後
半～後期。寒流系種主
体の冷温帯性貝類化石
群。時代や構成により、
上下に二分される

写真9　望来層の模式地（石狩市望来海岸） 写真10　当別層の模式地（石狩市望来海岸北方）



第2章　地形・地質・土壌

15

明らかにされた（外崎・赤松 1984）。以上の層序関係を整理し、下位よ
り更新統を材木沢層、伊達山層、石狩太美層に再区分した（赤松・鈴木 
1992；Suzuki and Akamatsu 1994）。このうち高海水準期の堆積物と考え
られる伊達山層は、中期更新世に対比される（図5）。
　材木沢層（垣見・植村 1956；外崎・赤松 1984 再定義）は、礫、砂、

図5　�石狩丘陵の更新統層序�
（赤松・鈴木�1992）図4　石狩丘陵の地質柱状図

図3　石狩丘陵の地質図
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シルト（粒子が砂より小さく、粘土より大きいもの）からなり、層相変
化（岩石としての性質や含まれる化石の特徴が変化すること）が著し
い。当別町材木沢が模式地（写真11）で、最大層厚約450m以上である。
材木沢のほか、当別川中流域、知津狩川などに分布する。本層の下部は
礫、砂、シルトの互層、中部は礫、中粒砂の互層、上部では粗粒砂が主
体となる。下部には生痕化石がしばしば含まれる（写真12）。また、基
底部からは保存の良い貝化石が多く産出し、（赤松 1984）、獅

し

子
し

内
ない

動
どう

物
ぶつ

群
ぐん

＊13とよばれている（赤松・鈴木 1992）。獅子内動物群の代表的な貝化
石、有孔虫化石を図示する（写真13）。また、下部や中部からは第四紀
前半を示す花粉化石が産出する（外崎・赤松 1984）。下位の当別層を不
整合でおおう。層序関係や貝化石、花粉化石に基づくと、第四紀の前期
～中期更新世と判断される。
　伊達山層（垣見 1958）は、シルト、粘土を主体とするほぼ水平な堆
積物である。当別町伊達山が模式地（次頁写真14）で、層厚は10～30m
である。伊達山周辺に分布する。本層は基底礫を伴い、シルト、粘土の

＊13　当別町石狩丘
陵の材木沢層の貝化石
で代表される化石動物
群。第四紀更新世前期
後半。寒流系からなる
浅海性の貝類化石群。
絶滅種はわずかで、現
生種を主体とする

写真13　材木沢層から
産出した寒流系化石
ホタテガイ
（Mizuhopecten 

yessoensis）
有孔虫エルフィディウム
（Elphidiuma 

subarcticum）
写真12　材木沢層中の生痕化石（当別町材木沢）

写真11　当別町材木沢付近の材木沢層
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間に砂や泥炭を挾む。貝化石ヤマトシジミが散在し、Juglans（クルミ）、 
Carex（ヒシ）、 Trapa（スゲ） 等の花粉化石を産出し、温暖な気候が示唆
される（外崎 1983；赤松・鈴木 1992）。下位の材木沢層とは不整合関
係である。これらから中期更新世の高水準期の堆積物である。
　石狩太美層（外崎 1983）は、礫、砂、シルト、粘土を主体とする水
平な堆積物である。太美町が模式地で、層厚は10m程度である。上部
に洞爺火山灰（町田ほか 1987；小松原・安斎 1998）を挟在する。花
粉化石によると、冷涼な気候が示唆される（外崎 1983；赤松・鈴木 
1992）。標高10～40mに一様に分布しており、後期更新世の堆積物と推
定される。
　石狩高岡層（外崎 1983）は、礫、砂、粘土からなる段丘堆積物である。
当別町高岡が模式地（写真15）で、層厚は3～6mである。花粉化石によ
ると、冷涼な気候が示唆される（外崎 1983）。標高20～30mの段丘面を

写真14　当別町大沢付近の伊達山層

写真15　当別町高岡付近の石狩高岡層
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構成し、後期更新世の堆積物と推定される。
　完新世堆積物（岡 1992）は、主に石狩丘陵の南側の地域や当別川流
域に分布する。その他小河川沿いにも分布し、樹枝状の分布形態をと
る。当別町周辺の石狩川低地のボーリング試料でも確認されている（嵯
峨山ほか 2010）。礫、砂、泥からなり、時に表層に泥炭が見られる。最
大層厚は40m程度である。
　一方、当別町川下地区で掘削した２本の沖積層ボーリングコアGS-
HTB-1（全長55m）、GS-HTB-1-2（全長30m）が検討された。それらは
堆積相、珪藻化石および14C年代＊14に基づくと、下位より礫質河川堆積
物（ユニット＊152）、蛇行河川の堆積物（ユニット3）、内湾の堆積物（ユ
ニット4）、河川および塩水湿地の堆積物（ユニット5）からなる。ユニッ
ト4上部からユニット5にかけての上方浅海化は、湾

わん

頭
とう

デルタの沖合への
前進作用を示す。沖積層の下位に、上部更新統の氾濫原堆積物（ユニッ
ト1）が確認された。堆積曲線を用いて堆積システムの変遷と時期およ
び海水準変動との関係が明らかにされた（川上ほか 2012）。

当別断層

　活断層は、「最近の地質時代（第四紀）に繰り返し活動し、将来もま
た活動することが推定される断層」と定義されている（活断層研究会 
1991）。
　当別断層は、二番川付近から本

もと

中
なか

小
ご

屋
や

付近にかけて、南北方向に延び
ている。長さが約20kmで、西側が東側に対して相対的に隆起する逆断
層（次頁図6）である。
　ここでは当別川上流域を当別断層a、中小屋から金沢付近を当別断層
bと定義する（北海道立地質研究所 2002）。当別断層aは、北は青山奥の
二番川付近から、南は青山中央の沼ノ沢貯水池付近までの約8kmである

（次頁図7）。当別断層bは、北は沼ノ沢奥から、中小屋、本中小屋をへて、
金沢まで約9kmの長さをもつ（次頁図8）。

＊14　放射性炭素（14C）
の量を測定し、推定さ
れた年代

＊15　特定の性質を
持つ地層や岩石のまと
まり



第2章　地形・地質・土壌

19

二番川

一番川

青山中央

沼ノ沢
当別断層a

当別断層b

伊達山西方の
地形面の傾動

当別町

札幌市

石狩
川

石狩川

中山

中小屋

本中小屋

石狩金沢

伊達山

既存地震
探査

20000100000

40000

30000

20000

10000

0
（m）

（m）

N

資料：北海道立地質研究所 2002

図8　当別断層bの活断層露頭（中小屋）
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図6　当別断層の位置

資料：北海道立地質研究所 2002

図7　当別断層aの活断層露頭（一番川）

資料：北海道立地質研究所 2002
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第3節　土壌

5種類の土壌

　土壌は、地表を構成する岩石や火山灰が、長期間にわたって大気や水
にさらされたり、生物擾

じょう

乱
らん

＊16や太陽日射による影響で、しだいに破壊
されていくことで形成される。また、地表に含まれる水分の凍結や融解
もこの破壊を助長する。
　当別町は、比較的寒冷な気候にあるため、地表中の水分の凍結や融解
が繰り返される環境下にある。また樺戸山地、石狩丘陵、石狩川低地に
おいては、地盤の傾斜や河川の氾濫、それらに伴う土砂供給量の違いな
どによって、土壌の形成条件に大きな違いが認められる。
　当別町の土壌分布は、土壌深部を構成する地質を反映している。農
業・食品産業技術総合研究機構のデジタル土壌図（農研機構日本土壌イ
ンベントリーHP）に基づくと、当別町に分布する土壌は、以下の５種
類に区分される（図9）。
　有機質土（Type B）は、主として沖積地や海岸砂丘の後背湿地、谷地、

＊16　海底や湖底な
どの堆積物の中に生息
する生物の活動によっ
て、堆積物や地層の構
造が撹拌され、乱され
る現象

資料：農研機構日本土壌インベントリーHP

図9　土壌分類

B
有機質土

F
低地土

I
褐色森林土

H
停滞水成土

J
未熟土
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高山などの湿地に分布する。有機質土の母材は湿性植物の遺体から成る
泥炭であり、下層は無機質からなる場合もある。泥炭は過湿地に繁茂し
た植物遺体が水面下に堆積し、不完全な分解をへて泥炭化し、さらに堆
積することで、水面下に露呈したものである。なお、1年で1mm程度の
厚さの層が発達することが知られている。
　低地土（Type F）は、主に河川周辺に分布しており、河川氾濫により
堆積した土砂などが低地土の主要な母材（もとになる材料）である。河
川氾濫堆積物のたび重なる付加により、土壌母材は常に新しい状態が保
たれ、土壌養分などは豊富であるため、一般的には肥沃な土壌として知
られる。
　停滞水成土（Type H）は、一般に保肥力は高いが、重粘で、排水性
および透水性が不良であることが多い。湿害の影響を受けやすいため、
適切な排水対策が必要である。停滞水成土は、排水不良な斜面下部や微
凹地、また台地・丘陵地等の棚田地帯に分布する。
　褐色森林土（Type I）は、林地では有機物に富む暗色の表層をもつが、
樹園地や畑地などでは、有機物含量は一般に少なく、表層も薄い。次表
層は、遊離酸化鉄により一様に褐色あるいは黄褐色を呈し、表層から次
表層への粘土や遊離鉄の移動・集積は明瞭ではない。褐色森林土は、山
地、丘陵地に広く分布するほか、北海道・東北地方では洪積台地にも分
布する。関東地方にはやや少ないが全国的に分布しており、とくに近畿
以西に多く見られる。
　未熟土（Type J）は、土層が薄いか、もしくは層位分化が進んでいな
い若い土壌といえる。一般に腐植含量、粘土含量ともに低く、保肥力は
低いが、排水性が良いため、メロンなどの栽培に適する。未熟土は、山
地、傾斜地、海岸に主に分布する。

地域ごとの特徴

　当別町の土壌分布は、土壌深部を構成する地質や土壌表層の地形を反
映しているので、地形区分に基づく地域ごとの特徴を紹介する。
　石狩川低地は、低湿地や沼沢地に繁茂した水生植物に由来する有機質
土が、広く発達している。石狩川や当別川などの主要河川では、大半は
泥炭を含む有機質土である。有機質土の分布域よりも多少低い場所に
は、水分に富む低地土が分布する。特に石狩川流域では、河川氾濫によ
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るやや厚めの堆積物が確認できる。
　石狩丘陵はなだらかな傾斜を示し、停滞水や地下水の影響を受けるた
め、停滞水成土が広く発達している。丘陵のより低い場所では、水生植
物由来の泥炭を含む有機質土が見られる。また、丘陵の谷沿いには、水
分に富む低地土が狭長に分布する。
　樺戸山地の基盤の表層は、火山岩や堆積岩などの岩盤と、それらの風
化した堆積物で構成される。地形が起伏に富み急峻であるため、土壌が
形成されても定着することが少なく、土壌の発達はあまりいいとはいえ
ない。そのため有機物に乏しい褐色森林土が広く分布する。本地域で
は、ピンネシリ山頂部にわずかに未熟土が見られる。一方、当別川流域
とその支流には、水分に富む低地土が分布する。
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